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小・中長欠

		

						H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R1		R2		R3		R4

		小学校 ショウガッコウ		病気 ビョウキ		19,595		20,335		18,763		18,981		19,946		20,325		21,480		23,340		20,955		18,539		22,307		31,955

				経済的理由 ケイザイテキリユウ		47		34		30		25		18		12		9		15		11		13		7		16

				不登校 フトウコウ		22,622		21,243		24,175		25,864		27,583		30,448		35,032		44,841		53,350		63,350		81,498		105,112

				新型コロナウイルスの感染回避 シンガタカンセンカイヒ		***		***		***		***		***		***		***		***		***		14,238		42,963		16,155

				その他 タ		12,076		12,340		12,518		12,992		15,544		16,308		15,997		15,837		15,773		17,606		34,100		43,438

				計 ケイ		54,340		53,952		55,486		57,862		63,091		67,093		72,518		84,033		90,089		113,746		180,875		196,676

		中学校 チュウガッコウ		病気 ビョウキ		16,928		18,581		18,668		18,870		21,118		22,488		23,882		26,284		25,779		25,888		34,652		43,642

				経済的理由 ケイザイテキリユウ		72		57		55		39		31		17		18		9		19		20		12		20

				不登校 フトウコウ		94,836		91,446		95,442		97,033		98,408		103,235		108,999		119,687		127,922		132,777		163,442		193,936

				新型コロナウイルスの感染回避 シンガタカンセンカイヒ		***		***		***		***		***		***		***		***		***		6,667		16,353		7,505

				その他 タ		10,497		11,733		11,669		11,247		12,250		13,460		11,623		10,026		9,016		8,649		18,416		18,869

				計 ケイ		122,333		121,817		125,834		127,189		131,807		139,200		144,522		156,006		162,736		174,001		232,875		263,972

		計 ケイ		病気 ビョウキ		36,523		38,916		37,431		37,851		41,064		42,813		45,362		49,624		46,734		44,427		56,959		75,597

				経済的理由 ケイザイテキリユウ		119		91		85		64		49		29		27		24		30		33		19		36

				不登校 フトウコウ		117,458		112,689		119,617		122,897		125,991		133,683		144,031		164,528		181,272		196,127		244,940		299,048

				新型コロナウイルスの感染回避 シンガタカンセンカイヒ		***		***		***		***		***		***		***		***		***		20,905		59,316		23,660

				その他 タ		22,573		24,073		24,187		24,239		27,794		29,768		27,620		25,863		24,789		26,255		52,516		62,307

				計 ケイ		176,673		175,769		181,320		185,051		194,898		206,293		217,040		240,039		252,825		287,747		413,750		460,648
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小・中不登校１

		小・中学校　不登校児童生徒数の推移 ショウチュウガッコウフトウコウジドウセイトスウスイイ

				H10		H11		H12		H14		H15		H16		H17		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R元 ガン		R2		R3		R4

		小学校 ショウガッコウ		26,017		26,047		26,373		25,869		24,077		23,318		22,709		23,825		23,927		22,652		22,327		22,463		22,622		21,243		24,175		25,864		27,583		30,448		35,032		44,841		53,350		63,350		81,498		105,112						R04在籍数 ザイセキスウ

				3.4		3.5		3.6		3.6		3.3		3.2		3.2		3.3		3.4		3.2		3.2		3.2		3.3		3.1		3.6		3.9		4.2		4.7		5.4		7.0		8.3		10.0		13.0		17.0		1000人当たり ニンア				小学校 ショウガッコウ		中学校 チュウガッコウ

		中学校 チュウガッコウ		101,675		104,180		107,913		105,383		102,149		100,040		99,578		103,069		105,328		104,153		100,105		97,428		94,836		91,446		95,442		97,033		98,408		103,235		108,999		119,687		127,922		132,777		163,442		193,936						6,196,688		3,245,395

				23.2		24.5		26.3		27.3		27.3		27.3		27.5		28.6		29.1		28.9		27.7		27.3		26.4		25.6		26.9		27.6		28.3		30.1		32.5		36.5		39.4		40.9		50.0		59.8		1000人当たり ニンア

		計 ケイ		127,692		130,227		134,286		131,252		126,226		123,358		122,287		126,894		129,255		126,805		122,432		119,891		117,458		112,689		119,617		122,897		125,991		133,683		144,031		164,528		181,272		196,127		244,940		299,048

				10.6		11.1		11.7		11.8		11.5		11.4		11.3		11.8		12.0		11.8		11.5		11.3		11.2		10.9		11.7		12.1		12.6		13.5		14.7		16.9		18.8		20.5		25.7		31.7		1000人当たり ニンア

				H10		H11		H12		H14		H15		H16		H17		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R1		R2		R3		R4

		小学校 ショウガッコウ		26,017		26,047		26,373		25,869		24,077		23,318		22,709		23,825		23,927		22,652		22,327		22,463		22,622		21,243		24,175		25,864		27,583		30,448		35,032		44,841		53,350		63,350		81,498		105,112

		中学校 チュウガッコウ		101,675		104,180		107,913		105,383		102,149		100,040		99,578		103,069		105,328		104,153		100,105		97,428		94,836		91,446		95,442		97,033		98,408		103,235		108,999		119,687		127,922		132,777		163,442		193,936

		計 ケイ		127,692		130,227		134,286		131,252		126,226		123,358		122,287		126,894		129,255		126,805		122,432		119,891		117,458		112,689		119,617		122,897		125,991		133,683		144,031		164,528		181,272		196,127		244,940		299,048

				H10		H11		H12		H14		H15		H16		H17		H18		H19		H20		H21		H22		H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R1		R2		R3		R4

		小学校 ショウガッコウ		3.4		3.5		3.6		3.6		3.3		3.2		3.2		3.3		3.4		3.2		3.2		3.2		3.3		3.1		3.6		3.9		4.2		4.7		5.4		7.0		8.3		10.0		13.0		17.0

		中学校 チュウガッコウ		23.2		24.5		26.3		27.3		27.3		27.3		27.5		28.6		29.1		28.9		27.7		27.3		26.4		25.6		26.9		27.6		28.3		30.1		32.5		36.5		39.4		40.9		50.0		59.8

		計 ケイ		10.6		11.1		11.7		11.8		11.5		11.4		11.3		11.8		12.0		11.8		11.5		11.3		11.2		10.9		11.7		12.1		12.6		13.5		14.7		16.9		18.8		20.5		25.7		31.7
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小・中不登校2-2

		※公表資料からコピペ コウヒョウシリョウ

				●小中合計 ショウチュウゴウケイ																		●小学校 ショウガッコウ																		●中学校 チュウガッコウ

				欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数11日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシュッセキニッスウニチイジョウモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上で出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

				（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン		（％）		（人） ニン

		H28		56241		0.421		62611		0.468		9877		0.074		4954		0.037		133683		16712		0.549		11505		0.378		1354		0.044		877		0.029		30448		39529		0.383		51106		0.495		8523		0.083		4077		0.039		103235

		H29		60040		0.4168547049		67917		0.4715443203		10837		0.0752407468		5237		0.036360228		144031		19057		0.544		13555		0.387		1464		0.0417903631		956		0.0272893355		35032		40983		0.3759942752		54362		0.4987385205		9373		0.0859916146		4281		0.0392755897		108999

		H30		68893		0.4187311582		76983		0.46790212		12626		0.0767407371		6026		0.0366259846		164528		24794		0.553		16891		0.377		1997		0.0445351353		1159		0.0258468812		44841		44099		0.3684527142		60092		0.5020762489		10629		0.0888066373		4867		0.0406643996		119687

		R1		80415		0.444		78571		0.433		14928		0.082		7358		0.041		181272		30718		0.576		18383		0.345		2648		0.05		1601		0.03		53350		49697		0.388		60188		0.471		12280		0.096		5757		0.045		127922

		R2		88356		0.451		82203		0.419		17307		0.088		8261		0.042		196127		35614		0.562		22096		0.349		3545		0.056		2095		0.033		63350		52742		0.397		60107		0.453		13762		0.104		6166		0.046		132777

		R3		110285		0.45		106922		0.437		19187		0.078		8546		0.035		244940		45488		0.558		29569		0.363		4117		0.051		2324		0.029		81498		64797		0.396		77353		0.473		15070		0.092		6222		0.038		163442

		R4		133380		0.446		133701		0.447		22354		0.075		9614		0.032		299049		58219		0.554		38864		0.37		5120		0.049		2910		0.028		105113		75161		0.388		94837		0.489		17234		0.089		6704		0.035		193936

		※グラフ用元表（上表から自動転記 ヨウモトヒョウウエヒョウジドウテンキ																※概要資料用表（上表から自動転記） ガイヨウシリョウヨウヒョウジョウヒョウジドウテンキ

		●小中合計 ショウチュウゴウケイ

				欠席日数30～89日の者 ケッセキニッスウニチモノ		出席日数11日以上の者 シュッセキニッスウニチイジョウモノ		出席日数１～10日の者 シュッセキニッスウニチモノ		出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチモノ		欠席日数90日以上の者の割合 ケッセキニッスウニチイジョウシャワリアイ										小中合計 ショウチュウゴウケイ		小学校 ショウガッコウ		中学校 チュウガッコウ										小学校 ショウガッコウ								中学校 チュウガッコウ

				（人） ニン		（人） ニン		（人） ニン		（人） ニン		（％）						不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ				299,049		105,113		193,936						不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ				105,113				不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ				193,936

		H28		56,241		62,611		9,877		4,954		57.9%						欠席日数
30～89日の者 ケッセキニッスウニチシャ				133,380		58,219		75,161						欠席日数30~89日
（推定121～180日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチトウコウ				58,219				欠席日数30~89日
（推定121～180日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチトウコウ				75,161

		H29		60,040		67,917		10,837		5,237		58.3%										44.6%		55.4%		38.8%

		H30		68,893		76,983		12,626		6,026		58.1%						欠席日数90日以上の者 ケッセキニッスウニチイジョウシャ				165,669		46,894		118,775						欠席日数90~199日
（推定11日～120日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチニチトウコウ				38,864				欠席日数90~199日
（推定11日～120日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチニチトウコウ				94,837

		R1		80,415		78,571		14,928		7,358		55.6%										55.4%		44.6%		61.2%

		R2		88,356		82,203		17,307		8,261		54.9%								うち、出席日数
11日以上の者 シュッセキニッスウニチイジョウシャ		133,701		38,864		94,837						欠席日数200～209日
（推定1日～10日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチニチトウコウ				5,120				欠席日数200～209日
（推定1日～10日登校） ケッセキニッスウニチスイテイニチニチトウコウ				17,234

		R3		110,285		106,922		19,187		8,546		55.0%										44.7%		37.0%		48.9%

		R4		133,380		133,701		22,354		9,614		55.4%								うち、出席日数
1～10日の者 シュッセキニッスウニチシャ		22,354		5,120		17,234						登校0日 トウコウニチ				2,910				登校0日 トウコウニチ				6,704

														表示調整用ブランク2行 ヒョウジチョウセイヨウギョウ								7.5%		4.9%		8.9%

																				うち、出席日数0日の者 シュッセキニッスウニチシャ		9,614		2,910		6,704

																						3.2%		2.8%		3.5%

				※第2軸（右軸）の設定は最小値0.2、最大値0.6で設定し、軸ラベルを表示させていない ダイジクミギジクセッテイサイショウチサイダイチセッテイジクヒョウジ

				※表と併せて利用する場合には、パワーポイントに貼り付けた後に各グラフラベルの調整を行う。 ヒョウアワリヨウバアイハツアトカクチョウセイオコナ
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出席日数0日の者

欠席日数90日以上の者の割合

出席日数１～10日の者

出席日数11日以上の者

欠席日数30～89日の者

[]
[]



小・中不登校３

		



小学校

小学校不登校児童のうち、年間登校日数が10日以下の内訳



小・中不登校4

		



中学校

中学校不登校児童のうち、年間登校日数が10日以下の内訳



小・中不登校5

		学年別不登校児童生徒数 ガクネンベツフトウコウジドウセイトスウ

				小１		小２		小３		小４		小５		小６		中１		中２		中３

		R２		3,395		5,335		8,028		11,108		15,603		19,881		35,998		48,723		48,056		196,127

		R３		4,534		7,269		10,289		14,712		19,690		25,004		45,778		58,740		58,924		244,940

		R４		6,668		10,047		13,823		18,373		25,430		30,771		53,770		70,622		69,544		299,048

						小１ ショウイチ		小２ ショウ		小３ ショウイチ		小４ ショウ		小５ ショウイチ		小６ ショウ		中１ チュウ		中２ チュウ		中３ チュウ		小学校計 ショウガッコウケイ		中学校計 チュウガッコウケイ		小中計 ショウチュウケイ

				国公私立 コクコウシリツ		6668		10047		13823		18373		25430		30772		53770		70622		69544		105113		193936		299049
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R２

R３

R４



小・中不登校6

		

		【国公私立】小・中学校 コクコウシリツショウチュウガッコウ

								不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		学校に係る状況 ガッコウカカジョウキョウ																家庭に係る状況 カテイカカジョウキョウ						本人に係る状況 ホンニンカカジョウキョウ				左記に該当なし サキガイトウ

										いじめ		いじめを除く友人関係をめぐる問題 ノゾユウジンカンケイモンダイ		教職員との関係をめぐる問題 キョウショクインカンケイモンダイ		学業の不振 ガクギョウフシン		進路に係る不安 シンロカカフアン		クラブ活動、部活動等への不適応 カツドウブカツドウトウフテキオウ		学校のきまり等をめぐる問題 ガコウトウモンダイ		入学、転編入学、進級時の不適応 ニュウガクテンヘンニュウガクシンキュウジフテキオウ		家庭の生活環境の急激な変化 カテイセイカツカンキョウキュウゲキヘンカ		親子の関わり方 オヤコカカカタ		家庭内の不和 カテイナイフワ		生活リズムの乱れ、あそび、非行 セイカツミダヒコウ		無気力、不安 ムキリョクフアン

		小学校 ショウガッコウ						105,113		318		6,912		1,901		3,376		277		30		786		1,914		3,379		12,745		1,598		13,210		53,467		5,200

										0.3%		6.6%		1.8%		3.2%		0.3%		0.0%		0.7%		1.8%		3.2%		12.1%		1.5%		12.6%		50.9%		4.9%

		中学校 チュウガッコウ						193,936		356		20,596		1,706		11,168		1,836		839		1,315		7,389		4,342		9,440		3,232		20,787		101,278		9,652

										0.2%		10.6%		0.9%		5.8%		0.9%		0.4%		0.7%		3.8%		2.2%		4.9%		1.7%		10.7%		52.2%		5.0%

		合計 ゴウケイ						299,049		674		27,508		3,607		14,544		2,113		869		2,101		9,303		7,721		22,185		4,830		33,997		154,745		14,852

										0.2%		9.2%		1.2%		4.9%		0.7%		0.3%		0.7%		3.1%		2.6%		7.4%		1.6%		11.4%		51.7%		5.0%





		不登校児童生徒のうち学校内外の機関等で相談・指導を受けた者（人数） ニンズウ

						H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R元 ガン		R2		R3		R4

		小学校 ショウガッコウ		学校外の機関で相談・指導を受けた ガッコウガイキカンソウダンシドウウ		9,081		8,209		9,332		9,971		10,986		11,042		11,952		17,594		21,885		26,752		32,334		39,976																																				学校内外で相談指導を受けた児童生徒 ガッコウナイガイソウダンシドウウジドウセイト		学校内外で相談指導を受けていない児童生徒のうち欠席日数90日未満 ガッコウナイガイソウダンシドウウジドウセイトケッセキニッスウニチミマン		学校内外で相談指導を受けていない児童生徒のうち欠席日数90日以上 ガッコウナイガイソウダンシドウウジドウセイトケッセキニッスウニチイジョウ

				うち「教育支援センター」 キョウイクシエン												3,238		3,477		4,660		5,550		6,024		7,283		8,042																																		R4		184,832		54,985		59,232

				うち「民間団体、民間施設」 ミンカンダンタイミンカンシセツ												954		1,030		1,672		2,357		2,873		4,021		5,609

				学校内で専門的な相談・指導を受けた ガッコウナイセンモンテキソウダンシドウウ		11,655		11,159		12,720		13,735		15,462		16,747		18,519		23,296		27,371		31,548		39,210		48,798																																						114,217

				学校内外の機関で相談・指導を受けた ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウ		16,895		16,099		18,443		20,048		21,797		24,114		27,689		34,547		40,217		43,996		54,564		68,467

				学校内外で相談・指導を受けていない ガッコウナイガイソウダンシドウウ		5,727		5,144		5,732		5,816		5,786		6,334		7,343		10,294		13,133		19,354		26,934		36,646

				不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		22,622		21,243		24,175		25,864		27,583		30,448		35,032		44,841		53,350		63,350		81,498		105,113

		中学校 チュウガッコウ		学校外の機関で相談・指導を受けた ガッコウガイキカンソウダンシドウウ		27,316		25,274		27,068		28,085		30,027		31,177		31,384		38,496		42,992		46,775		55,988		63,361

				うち「教育支援センター」 キョウイクシエン												13,392		13,631		15,094		16,145		15,412		17,926		17,250

				うち「民間団体、民間施設」 ミンカンダンタイミンカンシセツ												1,906		2,137		2,963		3,971		4,193		5,108		6,480

				学校内で専門的な相談・指導を受けた ガッコウナイセンモンテキソウダンシドウウ		45,028		44,110		46,204		46,177		49,666		52,222		53,664		56,325		58,498		61,078		71,698		82,344

				学校内外の機関で相談・指導を受けた ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウ		63,661		63,042		66,582		68,204		70,299		76,118		82,246		84,809		87,462		84,837		101,445		116,365

				学校内外で相談・指導を受けていない ガッコウナイガイソウダンシドウウ		31,175		28,404		28,860		28,829		28,109		27,117		26,753		34,878		40,460		47,940		61,997		77,571

				不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		94,836		91,446		95,442		97,033		98,408		103,235		108,999		119,687		127,922		132,777		163,442		193,936

		小・中合計 ショウチュウゴウケイ		学校外の機関で相談・指導を受けた ガッコウガイキカンソウダンシドウウ		36,397		33,483		36,400		38,056		41,013		42,219		43,336		56,090		64,877		73,527		88,322		103,337

				うち「教育支援センター」 キョウイクシエン														17,108		19,754		21,695		21,436		25,209		25,292

				うち「民間団体、民間施設」 ミンカンダンタイミンカンシセツ														3,167		4,635		6,328		7,066		9,129		12,089

				学校内で専門的な相談・指導を受けた ガッコウナイセンモンテキソウダンシドウウ		56,683		55,269		58,924		59,912		65,128		68,969		72,183		79,621		85,869		92,626		110,908		131,142

				学校内外の機関で相談・指導を受けた ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウ		80,556		79,141		85,025		88,252		92,096		100,232		109,935		119,356		127,679		128,833		156,009		184,832

				学校内外で相談・指導を受けていない ガッコウナイガイソウダンシドウウ		36,902		33,548		34,592		34,645		33,895		33,451		34,096		45,172		53,593		67,294		88,931		114,217

				不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		117,458		112,689		119,617		122,897		125,991		133,683		144,031		164,528		181,272		196,127		244,940		299,049

																																																						学校内外で相談・指導を受けた児童生徒				184,832

		【上記人数表から算出】不登校児童生徒のうち学校内外の機関等で相談・指導を受けた者（不登校児童生徒数に占める割合） ジョウキニンズウヒョウサンシュツ																																																				学校内外で相談・指導を受けた ガッコウナイガイソウダンシドウウ		184,832

						H23		H24		H25		H26		H27		H28		H29		H30		R元 ガン		R2		R3		R4																										学校内外で相談・指導を受けていない児童生徒				114,217

		小・中合計 ショウチュウゴウケイ		学校外の機関で相談・指導を受けた児童生徒の割合 ガッコウガイキカンソウダンシドウウジドウセイトワリアイ		31.0%		29.7%		30.4%		31.0%		32.6%		31.6%		30.1%		34.1%		35.8%		37.5%		36.1%		34.6%																										うち欠席日数90日未満		54,985

				学校内で専門的な相談・指導を受けた児童生徒の割合 ガッコウナイセンモンテキソウダンシドウウジドウセイトワリアイ		48.3%		49.0%		49.3%		48.7%		51.7%		51.6%		50.1%		48.4%		47.4%		47.2%		45.3%		43.9%								H29		H30		R1		R2		R3		R4								うち欠席日数90日以上		59,232

				学校内外の機関で相談・指導を受けた児童生徒の割合 ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウジドウセイトワリアイ		68.6%		70.2%		71.1%		71.8%		73.1%		75.0%		76.3%		72.5%		70.4%		65.7%		63.7%		61.8%						学校内外で相談指導を受けた児童生徒 ガッコウナイガイソウダンシドウウジドウセイト		109,935		119,356		127,679		128,833		156,009		184,832

				学校内外の機関で相談・指導を受けていない児童生徒の割合 ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウジドウセイトワリアイ		31.4%		29.8%		28.9%		28.2%		26.9%		25.0%		23.7%		27.5%		29.6%		34.3%		36.3%		38.2%						学校内外で相談指導を受けていない児童生徒 ガッコウナイガイソウダンシドウウジドウセイト		34,096		45,172		53,593		67,294		88,931		114,217

																																指導を受けた児童生徒の割合 シドウウジドウセイトワリアイ		学校内外の機関で相談指導を受けた児童生徒の割合 ガッコウナイガイキカンソウダンシドウウジドウセイトワリアイ		76.3%		72.5%		70.4%		65.7%		63.7%		61.8%

																																				学校外で相談・指導を受けた ガッコウガイソウダンシドウウ						学校内で相談・指導を受けた ガッコソウダンシドウウ

																																						うち「教育支援センター」 キョウイクシエン		うち「民間団体、民間施設」 ミンカンダンタイミンカンシセツ

																																		H29		43,336

																																						17108		3167

																																										72,183

																																		H30		56,090

																																						19,754		4,635

																																										79,621

																																		R1		64,877

																																						21,695		6,328

																																										85,869

																																		R2		73,527

																																						21,436		7,066

																																										92,626

																																		R3		88,322

																																						25,209		9,129

																																										110,908

																																		R4		103,337

																																						25,292		12,089

																																										131,142





		



学校外の機関で相談・指導を受けた

うち「教育支援センター」

うち「民間団体、民間施設」

学校内で専門的な相談・指導を受けた

学校内外の機関で相談・指導を受けた

学校内外で相談・指導を受けていない



		



学校内外の機関で相談・指導を受けた児童生徒の割合

学校内外の機関で相談・指導を受けていない児童生徒の割合



		



学校外で相談・指導を受けた

うち「教育支援センター」

うち「民間団体、民間施設」

学校内で相談・指導を受けた

[]　[]

[]
[]

[]
 []



		



学校内外で相談指導を受けた児童生徒

学校内外で相談指導を受けていない児童生徒

学校内外の機関で相談指導を受けた児童生徒の割合



		



R4



		





				●自宅におけるＩＴ等を活用した学習活動を指導要録上出席扱いとした児童生徒数 ジタクトウカツヨウガクシュウカツドウシドウヨウロクジョウシュッセキアツカジドウセイトスウ																		●学校外の機関等で相談･指導等を受け、指導要録上出席扱いとした児童生徒数

						H29		H30		R元 ガン		R2		R3		R4								H29		H30		R元 ガン		R2		R3		R4

				小学校 ショウガッコウ		36		88		174		820		4,752		3,970						小学校 ショウガッコウ		3,941		5,148		6,212		6,243		7,237		9,491

				中学校 チュウガッコウ		113		198		434		1,806		6,789		6,439						中学校 チュウガッコウ		16,405		18,046		19,654		18,017		20,760		23,130

				合計 ゴウケイ		149		286		608		2,626		11,541		10,409						合計 ゴウケイ		20,346		23,194		25,866		24,260		27,997		32,621
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		都道府県別　１,０００人当たりの不登校児童生徒数 トドウフケンベツフトウコウジドウセイトスウ

						1,000人当たりの不登校児童生徒数 ニンフトウコウジドウセイトスウ

				北海道		35.1		31.7

				青森県		27.2		31.7

				岩手県		23.7		31.7

				宮城県		36.3		31.7

				秋田県		26.3		31.7

				山形県		27.3		31.7

				福島県		27.0		31.7

				茨城県		39.7		31.7

				栃木県		35.5		31.7

				群馬県		30.9		31.7

				埼玉県		26.2		31.7

				千葉県		26.6		31.7

				東京都		30.8		31.7

				神奈川県		31.3		31.7

				新潟県		30.3		31.7

				富山県		30.0		31.7

				石川県		34.1		31.7

				福井県		23.4		31.7

				山梨県		33.3		31.7

				長野県		36.9		31.7

				岐阜県		33.9		31.7

				静岡県		34.7		31.7

				愛知県		34.0		31.7

				三重県		29.1		31.7

				滋賀県		28.7		31.7

				京都府		30.0		31.7

				大阪府		32.4		31.7

				兵庫県		34.6		31.7

				奈良県		33.4		31.7

				和歌山県		28.7		31.7

				鳥取県		32.0		31.7

				島根県		37.7		31.7

				岡山県 オカヤマ		24.8		31.7

				広島県 ヒロシマケン		33.4		31.7

				山口県 ヤマグチケン		31.1		31.7

				徳島県 トクシマケン		30.5		31.7

				香川県		25.0		31.7

				愛媛県		27.3		31.7

				高知県		30.7		31.7

				福岡県		36.2		31.7

				佐賀県		29.1		31.7

				長崎県		29.8		31.7

				熊本県		36.9		31.7

				大分県		31.3		31.7

				宮崎県		26.8		31.7

				鹿児島県		28.5		31.7

				沖縄県 オキナワケン		38.1		31.7

						31.7
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グラフ1

		a　全ての学校でアンケート等を実施している

		b　アンケート等を実施している学校がある

		c　アンケート等を実施している学校は無い

		d　教育委員会では把握していない
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202302_Survey_ver 5_1

		学校名/組織名		学校コード/組織コード		学部・学科・コース等/部署・課等		メールアドレス		設置区分1		都道府県名		市区町村名		都道府県確認済み		市区町村確認済み		大学確認済み		その他確認済み		001)問い合わせ担当者名		002)問い合わせ担当者名（フリガナ）		003)問い合わせ電話番号		004)所属部署		１．全ての不登校生徒が支援を受けられるための多様な学びの場の整備について?? （１）高等学校について ? ①　通常の教室に入り辛い生徒が学ぶための特別な教室（校内教育支援センター、校内適応指導教室、スペシャルサポートルーム等※保健室を除く）を整備していますか。		②　①の特別な教室における学習のために、どのような取組を行っていますか。（複数回答可??）		②-2「 f　その他 」の具体的な内容を記載してください。		（２）教育支援センター（適応指導教室）について ? ?①　不登校 生徒の学びの場として教育支援センター（適応指導教室）を設置していますか。		②　教育支援センター（適応指導教室）における学びの質を確保するために、どのような取組を行っていますか。（複数回答可?）		②-2「 ｄ その他 」の具体的な内容を記載してください。		（３）不登校特例校について ? ?①?　不登校特例校を設置していますか。		①-2 　 設置検討を行っていない理由を記載してください		（４）その他多様な学びの場の整備について 
 ①　不登校 生徒の学びの場としてどのような場を提供していますか。（複数回答可）		①-2 「 d その他 」の具体的な内容を記載してください		２．生徒の心や体調の観察などデータに基づく早期発見・早期支援について （１）?早期発見に向けた取組ついて ? ①　学校において生徒の心や体調の変化にいち早く気付くために、1人1台端末のアプリ・ソフトウェア（以下「アプリ等」という。）を用いていますか。		②　利用している主なアプリ等についてお答え下さい。（複数回答可）		②-2「 a 」「 b 」「 c 」「 d 」を選択した場合、サービスやソフトの名称を記載してください。		③　当該アプリ等を活用して可能となることをお答え下さい。（複数回答可）		④　生徒の心や体調の変化にいち早く気付くためにどのような取組を行っていますか。（複数回答可）		④-2「 ｄ その他 」の具体的な内容を記載してください。		（２）早期支援に向けた取組について ①　?学校において生徒の心や体調の変化に気付き、不登校等の兆候が見られた場合の対応方法は定められていますか。（複数回答可）		①-2「 d その他 」の具体的な内容を記載してください。		②　学校において 生徒の心や体調の変化に気付き、不登校等の兆候が見られた場合、どのような職員が対応方法の検討に参加していますか。（複数回答可??）		②-2「 h その他 」の具体的な内容を記載してください。		③　学校において 生徒の心や体調の変化に気付き、不登校等の兆候が見られた場合、どのような情報に基づいて対応方法を検討していますか。（主なものを３つ選択）		③-2「 g その他 」の具体的な内容を記載してください。		（３）その他不登校等の兆候の見られる生徒の早期発見・早期支援について ? ①　（１）（２）で御回答頂いた取組のほかに、不登校等の兆候の見られる 生徒の早期発見・早期支援のために学校や教育委員会で実施している取組があれば記入してください。 ?		３．学校の風土改革や教室環境の整備等による、安心して学べる学校づくりについて （１）学校の風土※の把握について ? ※「学校風土」とは、①学校の規律・安全・安心、②学習環境、③生徒同士の関係、④生徒と教員の関係など、学校のもつ雰囲気全体のことを言います。 ? ①　学校では、学校が生徒にとって生活しやすい風土・雰囲気であるかを把握するための生徒に対するアンケート等※を実施していますか。 ?		②　どのようなアンケート等を実施していますか。（複数回答可）		②-2「 a 」又は「 b 」について、利用しているサービスやアンケートの名称を記載してください。		②-3「 d その他 」の具体的な内容を記載してください。		③　アンケート等の主な設問項目を３つ記載してください。 項目１?		項目２		項目３		（２）学校の風土の改善の取組について?? ? ①　学校が生徒にとって生活しやすい風土・雰囲気となるために、学校で行っている取組を選択ください。（複数回答可）??		①-2「 h その他 」の具体的な内容を記載してください。		②　学校が 生徒にとって生活しやすい風土・雰囲気となるために、教育委員会ではどのような取組を実施していますか。（複数回答可）??		（３）その他学校風土の把握や改善のための取組について 
 ①　（１）（２）で御回答頂いた取組のほかに、学校が 生徒にとって生活しやすい風土・雰囲気となるために学校や教育委員会が実施している取組があれば記入してください。		４．その他不登校対策について （１）その他不登校対策について ? ①　不登校児童生徒数の少ない学校や減少した学校において有効であった取組と具体的な成果について記入してください。		②　不登校対策を実施する上での課題や国に求める取組について記入してください。

		大阪府教育委員会		271000				kitanoken1@mbox.pref.osaka.lg.jp				大阪府												北野　賢一		キタノ　ケンイチ		06-6944-3858		大阪府教育庁教育振興室高等学校課		c 整備している学校はない						a　設置している		d　その他,b　在籍校の授業を配信している（同時双方向型 、オンデマンドを問わず）,c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		グループウェアを利用して在籍校の教科担当教員と直接課題のやり取りを行っている。		c　設置していないが設置を検討している				c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google classroom		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度						a　全ての学校でアンケート等を実施している		c　教育委員会が作成したアンケート等						悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多いですか		授業はわかりやすく楽しいですか		命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会がありますか		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施

		山梨県教育委員会		191000				tokushi-jiseishien@pref.yamanashi.lg.jp				山梨県												髙鳥亮太		タカトリリョウタ		055-223-1789		特別支援教育・児童生徒支援課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Forms
classi		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						b　各学校の管理職に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				SCやSSWの配置等、教育相談体制の充実		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						学校で災害等が起こった場合、どのような行動を取れば良いか、具体的に知らされている。		生徒の個性や進路に合った選択科目や、学習する教科・科目が用意されている。		学校生活全般において、生徒の自主性、自立性が尊重されている。		e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示				h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析		生徒アンケートだけでなく、保護者や学校評議員等にもアンケート調査を実施している。		SCやSSWと連携して、ケース会議に参加してもらうなど、校内組織体制を整えた。		SC・SSWを教職員定数として、全校種・すべての学校に配置できるように法改正を望む。

		長崎県教育委員会		421000				s40160@pref.nagasaki.lg.jp				長崎県												野茂　大樹		ノモ　ダイキ		095-894-3339		長崎県教育庁児童生徒支援課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,c　専任の教員や指導員を配置している,d　e-learning教材を備えている				a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				d　設置しておらず設置の検討もしていない		他県の設置状況を注視しながら、関連する情報等を収集している段階であるため。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		b　校務支援システムの機能（オプションとして提供されている機能を含む）として搭載されているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		「Microsoft Teams」や「ロイロノート・スクール」など。		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		心の教室相談員		e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				学校における不登校児童生徒への支援理解を推進するために「不登校支援コンセプト」（ガイドラインのようなもの）を作成中である。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		a　市販のアンケート等		Hyper-QU、シグマ検査、テスト・バッテリーなど				友人関係に関すること		学校の先生との関係に関すること		本人にかかる悩みや不安に関すること		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		特になし。		把握なし。		・フリースクール等民間施設の位置づけ（公的な定義）、学校との関係性などが明確になると連携の仕方も変わってくるのではないかと考える。
・SC、SSWの配置、派遣の予算拡充。

		長野県教育委員会		201000				kokoro@pref.nagano.lg.jp				長野県												鎌田　真		カマダ　マコト		026-235-7436		長野県教育委員会事務局 心の支援課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				心理教育の積極的な推進、学校環境適応感尺度（アセス）の活用推進、電話・LINE相談窓口開設による相談体制の充実、SCによる行動観察や全生徒との面談（一部の学校で実施）。		b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等,e　その他,c　教育委員会が作成したアンケート等				学校環境適応感尺度（アセス）		・クラスメイトで悲しい想いをしている人はいますか？		・あなたは授業に集中できていますか？		・あなたは先生から大切にされていますか？		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		いじめ対応マニュアル、不登校支援サポートガイドを作成し周知。予防・開発的な支援、体制づくりの重要性や適切な対応のあり方について啓発するとともに、SC等を活用した心理教育を推進。		SCによる全校生徒（あるいは学年全生徒）との面談を実施。SCとの関係づくりとともに、困ったときは相談してよいことを確認することによって、生徒が抱く相談に対する抵抗感の軽減につながっている。未然防止、早期発見・対応に直結し、大変有効な支援となっている。		上記のような取組を多くの学校にて展開したいと考えるが、中規模・大規模校での実施は人員面や予算面で難しい状況がある。国には多大なご支援をいただいているが、更なる補助の充実をお願いしたい。

		福井県教育委員会		181000				m-shimada-pw@pref.fukui.lg.jp				福井県												島田　美津子		シマダ　ミツコ		0776-20-0569		福井県教育庁高校教育課		a 全ての学校に整備している		c　専任の教員や指導員を配置している,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				d　設置しておらず設置の検討もしていない		各学校の相談室や県の教育総合研修所の自立支援センターで対応しているため		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				f　他の生徒から聞き取った情報,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報				・各学校における「状況シート」の作成および活用を依頼
・学期ごとに県教育委員会へ「長期欠席者状況調査」の報告		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						人間関係で困っていることはありませんか。		本校でいじめにあったことはありますか。		いじめを見たことがありますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		特記事項はありません		特記事項はありません		高等学校（全日制・定時制）における、オンラインを用いた授業に関する法整備

		宮崎県教育委員会		451000				kyoikuseisaku@pref.miyazaki.lg.jp				宮崎県												西村　広行		ニシムラ　ヒロユキ		０９８５－２６－７２３８		宮崎県教育庁人権同和教育課		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,c　専任の教員や指導員を配置している,e　プリントや問題集等を備えている				b　設置していないが設置を検討している						d　設置しておらず設置の検討もしていない		県としては、まずは、教育支援センターの設置を検討している。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,a　毎日日記や連絡帳等に心や体調の変化について記録させている,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,c　授業中の学習態度,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				各学校の教育相談コーディネーターに対して、不登校の生徒の支援に関する学識経験者による講義・演習を実施している。		b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等						いじめられたことがありますか。		悩み事を相談できる人はいますか。		学校生活で相談したいことがありますか。		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応				d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施		特にありません。		特にありません。		特にありません。

		福岡県教育委員会		401000				honda-h2220@pref.fukuoka.lg.jp				福岡県												本田　英靖		ホンダ　ヒデヤス		092-643-3905		福岡県教育庁教育振興部高校教育課		b 整備している学校がある		f　その他,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）		各学校が、生徒の実情に応じて担当する教員や教材等を決め指導を行っている。		c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		学校外の公的機関や民間施設との連携について指針を示し連携を促進している。
今後設置について検討の可能性はある。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Googleフォーム、Microsoft Forms、classi		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				教育相談充実のため次の取組を実施している。
・「相談窓口一覧」を1人１台端末から閲覧できるようにした。
・教育相談強調月間を設けて積極的な相談実施を学校に指導している。
・LINE相談窓口を開設し多様な相談チャンネルを準備している。（生徒が特定できれば学校とも共有して対応）		a　全ての学校でアンケート等を実施している		c　教育委員会が作成したアンケート等						学校生活に満足していますか。不満足な場合は、その理由を書いてください。		学校生活について、自由に意見を書いてください。		相談したいことがあったら、自由に書いてください。		h　その他,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育		「鍛えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばす」をコンセプトとした、県独自の指導方法「鍛ほめ福岡メソッド」		j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		学校生活アンケートでの自由記述による設問		生徒との面談、生徒に関する情報の共有、スクールカウンセラー等専門家の活用により、指導法を検討する等、組織的な取組を行い、不登校生徒数が減少した。		スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家配置の拡充。特に、スクールソーシャルワーカーについては、義務教育段階では全中学校区に各１名配置といった考え方が明確に示され予算配置されているが、高校段階では、そうした考え方が示されておらず、国庫補助も予算の範囲内で限定的となっているため、学校現場のニーズに十分応じられる数のスクールソーシャルワーカー配置に至っていない。

		熊本県教育委員会		431000				gakkouanzen@pref.kumamoto.lg.jp				熊本県												千原義之		チハラヨシユキ		０９６－３３３－２７２０		熊本県教育庁県立学校教育局学校安全・安心推進課		b 整備している学校がある		a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				b　各学校の管理職に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度				専門家と連携した早期の対応。具体的には欠席日数１０日に達する前のＳＣやＳＳＷ等の専門家との連携を目指す。加えて生徒指導部、教育相談部での情報共有と支援方法等の検討の実施。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等						学校が楽しい。		授業や学級の役割など、学校生活の中で、誰かの役に立っていると感じることはありますか。		あなたの所属している学級（学校、部活動・クラブチーム）でいやだと思うことがあれば書いてください。もしいやだと思うことがある場合は、改善するためにはどうすればよいと思いますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施				不登校生徒と日常的に連絡をとり、先の見通しを教職員、保護者と共有し、細やかな支援や励ましを担任等を中心に日常的に行った。		ＳＣやＳＳＷの予算補助の更なる充実。

		鳥取県教育委員会		311000				yodoyam@pref.tottori.lg.jp				鳥取県												淀屋　正行		ヨドヤ　マサユキ		0857-26-7917		鳥取県教育委員会事務局高等学校課		c 整備している学校はない						a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				c　設置していないが設置を検討している				a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		・Google Workspace		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				・保護者向け不登校相談電話の設置
・ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査の実施		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,a　市販のアンケート等		・ｈｙｐｅｒ－ＱＵ				・学習の悩み（授業についていけない、興味が持てないなど）		・友人関係についての悩み（友達ができない、辛いことをされているなど）		・学校生活についての悩み（学校が楽しくない、部活動についていけないなど		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		・特記事項なし		・コロナ禍で中止としていた、新入生エンカウンターや学校行事を実施できたことにより、生徒が居場所や達成感を得ることができ、登校意欲が持続しやすかったと分析している。		・コロナ禍で中止としていた、新入生エンカウンターや学校行事を実施できたことにより、生徒が居場所や達成感を得ることができ、登校意欲が持続しやすかったと分析している。

		北海道教育委員会		11000				seitosidou.anzen@pref.hokkaido.lg.jp				北海道												永野間　雅博		ナガノマ　マサヒロ		011-204-5887		学校教育局生徒指導・学校安全課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		北海道教育推進計画に基づき、学校とフリースクール等の連携による学習支援・相談対応などの体制整備やＩＣＴを活用した道教委作成の学習教材の提供など、児童生徒や家庭の状況に応じた学習機会の確保などの取組を積極的に進め、不登校児童生徒への支援の充実に努めているため。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		e　その他（独自で開発したもの等）				b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						b　各学校の管理職に任せられている				f　教育相談コーディネーター,a　担任の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員				e　当該生徒の保護者からの情報,a　アプリ等で得られた当該生徒の心や体調の情報,b　出欠や遅刻の状況						d　教育委員会では把握していない														a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり				c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言

		沖縄県教育委員会		471000				higakzhs@pref.okinawa.lg.jp				沖縄県												比嘉一寿		ヒガカズヒサ		098-866-2741		義務教育課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,c　専任の教員や指導員を配置している,d　e-learning教材を備えている				a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				d　設置しておらず設置の検討もしていない		教育支援センターにおける不登校支援を行っているため		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				b　各学校の管理職に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				f　教育相談コーディネーター,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等,a　市販のアンケート等		ＱＵテスト				よく眠れてますか		学校へ行きたくない時がありますか		人間関係で悩みはありますか		b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析						・スクールカウンセラーの予算増額
・教師の多忙化・人材不足の解消
・不登校対策のマニュアル作成
・1クラス30人学級の実施

		滋賀県教育委員会		251000				ma1002@pref.shiga.lg.jp				滋賀県												曽我　智子		ソガ　トモコ		077‐528‐4668		幼少中教育課　生徒指導・いじめ対策支援室		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		現在は先進校訪問を行い、研究段階である。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google Foams		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		各県立学校に不登校対応コーディネーターが位置付けられており、SC等の専門家や福祉部局と連携を行う。		e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						あなたの学校生活は充実していますか。		今困っていること、悩んでいること、不安なことはありますか。		相談する相手はいますか。		f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		・多様性に配慮したルール作り等に関する指導助言		・スクールカウンセラー、担任、養護教諭、教育相談担当者が連携し、心のケアや面談を行い、落ち着いて登校できるようになった。
・適切に医療機関につなぎ、教員が生徒の病状や疲労度を把握し、生徒理解を深めたうえで対応をおこなった。		・不登校生徒支援にかかる教員や専門家を増やし、働き方改革と両立できるような対策を打ち出してほしい。
・カリキュラムオーバーロードの問題を社会学の視点で研究し、子どものストレスや負担軽減を考えてほしい。

		岡山県教育委員会		331000				jinsei@pref.okayama.lg.jp				岡山県												高森　英郎		タカモリ　ヒデオ		086－226－7589		岡山県教育庁人権教育・生徒指導課　生徒指導班		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		カリキュラムや課程を工夫することにより、対応することを検討している。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Googleフォームで毎朝アンケートをとり、スプレッドシートで集計。		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,e　生徒指導担当教員,d　管理職,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				岡山県教育委員会が作成している、支援対象者リストを使って、過去の欠席日数等を把握し、長欠の恐れのある生徒をリストアップ。リストに載っている生徒を教職員で共有して、見守りや気になる段階から声掛けや支援を実施。また、アセスメントシートに基づいて、ステップアップ支援シートを活用してケース会議等を行うなど、早期からの個々の状態に応じて支援の充実に努めている。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		a　市販のアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等,d　各学校が作成したアンケート等		hyper-QU、i-check、アセス				学校内に色々な活動に誘ってくれる友人がいる（友人との関係）		授業の内容は理解できる。（学習意欲）		学校内に悩みを相談できる先生がいる。（教師との関係）		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		学校訪問による情報交換		○町に１校の高等学校地区の小中学校と連携した情報交換会を月に１回もち、小、中、高で情報を共有し、本人や家庭にアプローチをする手立てのヒントを得たり、きょうだい関係で連携した支援を実施したりした。
○学校で定期的に実施している教育相談会議に合わせてＳＳＷが巡回訪問をする形態をとった学校においては、些細なことでも先生方の日頃の気づきを情報共有する中で、福祉の視点からの助言や気づきにより、未然防止や早期発見対応に至っている。		○高等学校の生徒も対象となる教育センターの運営や学校との関わりに関する好事例の情報提供
○高等学校での「不登校生徒を対象とした別室運営」についての取組の紹介
○高等学校で不登校生徒に対して、家庭や学校の別室からICTを活用した場合の、授業の履修や単位認定条件の整理について。

		秋田県教育委員会		51000				komatsu-takayuki@pref.akita.lg.jp				秋田県												小松隆行		コマツタカユキ		018-860-5165		高校教育課　指導班		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		各校に設置の必要について周知したが希望がなかった。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google　Workspace　、　ベネッセ　Classi		a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等						先生方は質問や悩みごとの相談をしっかり聞いてくれますか		授業は内容が充実しており満足できるものですか		学校の施設設備は満足できるものですか		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施				スクールカウンセラー等との連携を密にした教育相談体制を整えたことで減少した学校がある。

		鹿児島県教育委員会		461000				seitosidou@pref.kagoshima.lg.jp				鹿児島県												山中　裕美		ヤマナカ　ヒロミ		099-286-5532		高校教育課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		義務教育段階における教育機会を確保する選択肢の一つとして，市町村教育委員会と情報共有を図っている。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								b　健康観察時に担任等が様子を把握している				b　各学校の管理職に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				ＳＮＳによる相談・通報窓口の設置
２４時間相談ダイヤル（かごしまホットライン２４）の設置		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,a　市販のアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等		ＱーＵ，hyperＱＵ				学校や学級は楽しいですか。		最近，あなたはだれかに嫌なことをされたり，嫌な思いをさせられたりしましたか。		嫌なことや嫌な思いをさせたのは誰ですか。あてはまるものすべてにチェックしてください。（同じ学級の人，同じ学年の人，他の学年の人，その他，ない　から選択）		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施

		和歌山県教育委員会		301000				kitano_a0008@pref.wakayama.lg.jp				和歌山県												堀川裕史　中西雅重		ホリカワヒロフミ　ナカニシマサシゲ		0734412989		教育支援課児童生徒支援班		c 整備している学校はない						b　設置していないが設置を検討している						d　設置しておらず設置の検討もしていない		多様な学びの機会（通信制・定時制）を設けているため		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Teams、Classi、スタディサプリ		c　成績や発達特性等の有無等の生徒情報と組み合わせた分析,b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等						学校生活		友人関係		いじめ		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析				入学後、早期に学校生活への見通しを持たせる取組や集団づくり		SC、SSWを定数外での常勤化、早期のケース会議の確保、福祉等との連携

		千葉県教育委員会		121000				y.tkng2@pref.chiba.lg.jp				千葉県												德永　義暢		トクナガ　ヨシノブ		043-223-4054		教育振興部児童生徒安全課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		不登校特例校の支援を希望する児童生徒及び保護者にとっては、在籍する学校からの学籍異動や、通学方法変更による心身への負担が増すことも想定され、特例校が在籍校と同一の市町村に所在することの意義が大きいと考えている。
　そのため、県教育委員会としては、各市町村教育委員会に制度の周知を図り、設置を促すとともに、設置の意向が示された場合は、必要な支援を行うなど、連携して取り組んでいく。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		d　大学等の研究機関から提供を受けたもの		高校生を対象としたICTを活用したストレスチェック（千葉大学との連携事業）		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				f　他の生徒から聞き取った情報,a　アプリ等で得られた当該生徒の心や体調の情報,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報				・定期的な学校生活アンケートの実施
・SOSの出し方教育の実施		d　教育委員会では把握していない														g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		特になし		特になし		県の取組として、現在、指定した小中学校１２５校に教員を加配し、学校内に不登校児童生徒支援教室を設置し、実践的な活動等をとおして不登校及び不登校傾向にある児童生徒に対する適切な支援を行っている。
　同様に、指定した小中学校１２校に訪問相談担当教員を１名配置し、家庭訪問等の活動や学校等への助言・支援にあたり、指定地区の不登校児童生徒に対する適切な支援を行っている。
　これらの取組が効果的であることから、小中学校からさらなる指定の要望があるが、加配の増員に応えられないことが課題である。

		徳島県教育委員会		361000				jinkenkyouikuka@pref.tokushima.jp				徳島県				済								近藤　久善		コンドウ　ヒサヨシ		088-621-3143		人権教育課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				d　その他		・市町村の教育支援センターとの連携
・総合教育センターにおける支援事業として「ほっとスペースあせび」（こころの居場所）を提供		b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								d　その他,a　毎日日記や連絡帳等に心や体調の変化について記録させている,b　健康観察時に担任等が様子を把握している,c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）		・スクールカウンセラーによるカウンセリングの実施		b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				・段階別不登校対応ハンドブック（県教育委員会作成）を活用
・総合教育センターにおける相談事業（来所・電話・出張・メール・SNS）や派遣事業		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						学校の雰囲気が良く登校するのが楽しい。		先生方は質問や相談にていねいに応じてくれると思う。		本校は清掃活動や環境美化に力を入れており、校内はいつもきれいであると思う。		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		・いじめ防止子ども委員会
・徳島県いじめ問題こどもサミット
・つながりリレー動画の作成・配信		・電話や面談、ケース会議（専門家との連携）などを通して、きめ細やかな取組を学校全体で組織的に行った。
・不登校傾向にあった生徒が別室登校により、教室に戻れたケースがあった。別室登校中は自習が中心であったが、スクールカウンセラーとの関わりを通して心のケアに努め、前向きに学校生活を送り、教室に入って授業を受ける回数が増えた。		・フリースクールのガイドラインの作成
・都道府県に各１校ずつの特例校設置の推進だけでなく、各市町村の教育支援センターの設置推進
・SC、SSW活用事業の国の補助率の向上

		青森県教育委員会		21000				e-gakyo@pref.aomori.lg.jp				青森県												砂澤　拓弥		スナサワ　タクヤ		017-734-9897		学校教育課生徒指導支援グループ		b 整備している学校がある		f　その他,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,d　e-learning教材を備えている,e　プリントや問題集等を備えている		・生徒への学習支援等について、保護者との共通理解を図っている。
・外部専門家からの助言を踏まえ、生徒への学習支援等について組織的に検討している。		a　設置している		d　その他,a　在籍校の教員が教育支援センター等を巡回し相談や学習指導をしている,c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		・専任の指導員と学生ボランティアによる個別の手厚い支援（学習、面談等）
・ＡＬＴと連携した英会話や、創作活動、スポーツ、レクリエーションなど、教科の学習にとどまらない多様な活動による生徒への支援		d　設置しておらず設置の検討もしていない		他都道府県の状況を注視している。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google Workspace、Classi、スタディサプリ　など		c　成績や発達特性等の有無等の生徒情報と組み合わせた分析,b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						d　その他,b　各学校の管理職に任せられている,c　各担当教員に任せられている		校内委員会などにおいて組織的に検討している。		h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		授業担当者、部活動顧問		g　その他,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報		授業担当者や部活動顧問など、生徒と関係のある教職員からの情報				a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,a　市販のアンケート等		Ｑ－Ｕ、アセス　など				学習に関する項目（意欲、目標、不安、成績など）		友人に関する項目（相談相手、信頼関係など）		教職員に関する項目（相談相手、信頼関係など）		h　その他,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育		・教育相談体制の充実
・保護者等との良好な関係の構築		i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		生徒が自己存在感や達成感を感じられ、生徒同士の共感的人間関係が構築されるよう工夫した学校行事等の実施及び教職員による働きかけ。		別室（校内教育支援センター）で学習支援を続けたところ、明確なきっかけは判明しなかったものの、教室に復帰することができた。		原因がはっきりしない不登校の生徒も多く、明確な対策が取りづらい。そうした中でも、別室登校等による支援を続けていくが、対応する教職員の負担も少なくないのが課題の一つである。

		岩手県教育委員会		31000				t-yanagi@pref.iwate.jp				岩手県												髙栁利幸		タカヤナギトシユキ		019-629-6144		岩手県教育委員会事務局　学校教育室　生徒指導担当		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,d　e-learning教材を備えている				a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				c　設置していないが設置を検討している				b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）				b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等						現在の高校での生活について満足していますか		学校や地域が行う体験活動に、今度も継続して参加したいと思いますか		授業の内容はよくわかりますか		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施				有効であった取組：魅力ある学校づくり調査研究事業（国立教育政策研究所）
具体的な成果：新規登校数の抑制		ＳＣ、ＳＳＷ、学習支援員等の専門的な職員の配置とその経費負担

		茨城県教育委員会		81000				kokyo5@pref.ibaraki.lg.jp				茨城県												辻　尚宏		ツジ　タカヒロ		029-301-5262		茨城県教育庁学校教育部高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		フレックススクールの設置やスクールカウンセラー等の専門家の活用を通して、支援しているため。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）				c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等						クラスの雰囲気について		いじめの被害経験について		現在感じている悩みや不安について		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施

		宮城県教育委員会		41000				ko-keiei@pref.miyagi.lg.jp				宮城県												菅原　紀子		スガワラ　ノリコ		0222-211-3626		高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				c　各担当教員に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている,b　各学校の管理職に任せられている				h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		学校生活適応支援員（会見年度任用職員）		c　授業中の学習態度,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報,f　他の生徒から聞き取った情報				行きたくなる学校づくりのための事業として，「教育活動充実支援事業」及び「地域とともにつくる魅力ある県立高等学校支援事業」を行っている。また，不登校相談ダイヤルを開設している。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等						生徒にとって，学ぶ意欲を引き出し，学力を身に付けられるような授業がおこなわれているか		生徒にとって，教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じてくれる体制ができているか		学校として，日頃からいじめの早期発見に取り組んでいる		e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応				e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施		スクールソーシャルワーカー等の活用研修の実施，マナーアップフォーラムの開催（生徒対象）				不登校の要因は複合的であり，対応に苦慮している。スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置を増やせるよう，財源の支援をお願いしたい。

		佐賀県教育委員会		411000				gakkoukyouiku@pref.saga.lg.jp				佐賀県												田中　美由紀		タナカ　ミユキ		0952‐25‐7222		学校教育課生徒支援室		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,c　専任の教員や指導員を配置している				a　設置している		d　その他,c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		教育支援センターに配置している２名の指導員に加えて、県教育センター指導主事による体験活動や学習活動の支援を行っている。		d　設置しておらず設置の検討もしていない		検討した結果、まずは義務教育段階を対象とした不登校特例校の設置が優先であると考えているため。（義務教育段階における不登校特例校については、基本的に小中学校を設置する市町の役割と考えているため。市町で検討される場合に、県教育委員会として積極的に支援していく。）		d　その他,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）		家から出ることができない状況にある生徒への支援員による訪問支援（ICTを活用した学習支援を含む）		a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Classi		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				f　教育相談コーディネーター,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				長期休業前後の対策に活用するための不登校対策チェックシートの学校への提供（県教育委員会作成）		d　教育委員会では把握していない														g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析				SCの活用や相談できる窓口等、教育相談についての周知を図ることで、相談しやすい雰囲気ができ、生徒や保護者が教育相談を利用するケースが増えた。その結果、生徒や保護者が状況に応じて必要な支援が受けられるようになった。		課題：フリースクール等民間団体との連携及び財政的支援
国に求める取組：SC等の常駐配置や別室における指導員配置に向けた財政的支援の拡充

		栃木県教育委員会		91000				hiday2201@pref.tochigi.lg.jp				栃木県												比田嘉隆		ヒダヨシタカ		028-623-3359		学校安全課児童・生徒指導担当		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Teams		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						校則や社会のルールを理解して行動している		基本的生活習慣や社会のルール・マナーを身に付けるよう取り組んでいる		面談やアンケート等によりいじめの防止に努めている		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施

		愛知県教育委員会		231000				naoki_inomata@pref.aichi.lg.jp				愛知県												猪俣　直樹		イノマタ　ナオキ		052-954-6784		高等学校教育課　生徒指導グループ		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				d　その他,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている		スタディサポートを利用し、支援を行っている。		a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Teams		a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				特記事項なし		d　教育委員会では把握していない														f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		特記事項なし		特記事項なし		特記事項なし

		富山県教育委員会		161000				ashochugakko@pref.toyama.lg.jp				富山県												小川　徳重		オガワ　トクシゲ		076-444-3452		富山県教育委員会小中学校課児童生徒育成係		b 整備している学校がある		f　その他		学習の場の確保		c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		本県では、県立の小中学校は設置がない。
高校については、定時制や通信制への転学等で対応しているケースが多い。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				教員向けの「不登校傾向を示す児童生徒への早期対応についてのチェックリスト」を用いた、２学期始めにおける学校体制の確認		d　教育委員会では把握していない														g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施		生徒による学校ネットルールづくり　等		学校や地域の実情に応じた魅力ある学校づくり
教職員の相談力の向上
チームとしての連携強化（SC、SSWの活用）		SC、SSWの配置拡充

		大分県教育委員会		441000				a31450@pref.oita.lg.jp				大分県												藤原　宏		フジワラ　ヒロシ		097-507-5546		学校安全・安心支援課		c 整備している学校はない						a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				c　設置していないが設置を検討している				c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの		AIヘルスチェッカー（一部の学校のみで試験導入）		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						今の学年になって、嫌なことをされたことがありますか。		誰から嫌なことをされましたか。当てはまるものに、すべて〇をつけてください。		どんな嫌なことをされましたか。当てはまるものに、すべて〇をつけてください。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究				別室登校者数の多い中学校へ、別室に登校する生徒に対応する支援員を配置したところ、学校での教室以外の居場所ができ、別室からの教室復帰や不登校からの別室登校につながった。		国の方針として、不登校児童生徒に対して、学校復帰を重視するのか、社会的自立として個別支援（教育支援センターやフリースクール等）を重視するのか。
(問題行動調査における不登校の定義では、学校以外の学習の場での出席扱いが反映されていない。)

		山口県教育委員会		351000				a50500@pref.yamaguchi.lg.jp				山口県												板倉　淳介		イタクラ　ジュンスケ		0839334680		山口県教育庁　学校安全・体育課		b 整備している学校がある		e　プリントや問題集等を備えている,b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		MicrosoftTeams、Googleアプリケーション		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況				各校でいじめアンケート、学校生活アンケート「Fit」（集団適応力テスト）を実施している。
山口県教育委員会は県内全ての公立小・中・高等学校・特別支援学校にスクールカウンセラーを配置している。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		b　大学等の研究機関の作成したアンケート等		学校生活アンケート「Fit」				楽しく毎日を過ごしている		私のことを分かってくれる友達がいる		困った時に助けてくれる先生がいる		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施				学校に不登校傾向の生徒を対象とした別室を設置するとともに、支援員を別室に配置し、勉強の支援等を行うことで、登校できるようになるなど、不登校生徒数の減少につながった。		不登校児童生徒の支援のため、学校での居場所づくりや学習支援の充実が課題であるとともに、スクールカウンセラーの配置に係る国の補助金拡充を求める。

		島根県教育委員会		321000				codomo@pref.shimane.lg.jp				島根県												登城智宏		門脇勤		0852-22-6064		教育指導課子ども安全支援室		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		同様の学びを提供・保障できる学校（定時制・通信制）があるため		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				特にありません。		d　教育委員会では把握していない														g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		特にありません。		特記事項なし		課題は教員やSC、SSWの人材確保と育成。

		奈良県教育委員会		291000				gimu@office.pref.nara.lg.jp				奈良県				済								香美美穂		カガミミホ		0744-33-8904		奈良県立教育研究所教育支援部		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,f　その他		教科担当教員による個別学習支援		b　設置していないが設置を検討している						c　設置していないが設置を検討している				d　その他,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）		「居場所」における活動として学習活動や小集団による活動の時間を設定し、支援を行っている。また、オンラインによる学習支援も行っている。		b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								b　健康観察時に担任等が様子を把握している				a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				県独自の「こころといじめのアンケート」を実施し、スクールカウンセラー等も参画するスクリーニング会議を実施している。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		e　その他,c　教育委員会が作成したアンケート等				大学との共同研究により作成したアンケート		私には、良いところがある。		学校の先生は信頼できる。		人とのつきあいがうまいほうだ。		f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施				奈良県立教育研究所の研究の一環として、大学院で心理学を専門的に学んだ研修員を、「教員サポート研修員」として小学校数校に派遣し、児童への心理的な支援に関して教員をサポートした。教員の適切な支援によって、不登校傾向の児童に変容が見られ、不登校を未然に防ぐことができたケースもあった。		不登校児童生徒に対するアセスメントや支援方針が明確にならないまま、担任だけが抱えてしまい、組織的な対応ができていない状況がしばしば見られる。各学校における心理的な支援をより充実させるととに、専門家を活用しながら、既に不登校になっている児童生徒の支援だけでなく、新規の不登校を生まないための取組が必要である。魅力ある学校づくりに向けた組織としての体制づくりを、県内公立学校で一層進めていく必要性を感じている。

		埼玉県教育委員会		111000				a6740-06@pref.saitama.lg.jp				埼玉県												手島　裕司		テシマ　ユウジ		0488306906		県立学校部生徒指導課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		県として、多部制の定時制高校や通信制高校を配置しており、多様な教育環境の提供を行っているため。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				c　各担当教員に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				学校として保護者との情報共有、家庭訪問、教育相談部会における情報共有、スクールカウンセラーとの面談。
不登校支援サイトを作成し、不登校の児童・生徒とその保護者を対象とした情報の提供を行っている。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						生徒の希望や適性に応じた授業が行われているか		基本的生活習慣が確立しているか		生徒会活動や部活動が充実しているか		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成						環境の変化に適応できずに不登校になる生徒や自己肯定感低下に伴う不登校生徒が多いことからも、スクールカウンセラーの増員をお願いしたい。
　また、家庭環境を理由とした不登校を改善するためには、地域社会と連携した支援を進めていく必要があり、福祉的な視点からスクールソーシャルワーカーの増員をお願いしたい。
　市町村が不登校特例校を設置する上での最大の課題は指導する教職員の配置であるため、標準法を大きく超える配置が可能となるよう、標準法の改正もしくは加配定数の措置をお願いしたい。

		兵庫県教育委員会		281000				hisashi_yamada@pref.hyogo.lg.jp				兵庫県												山田　尚史		ヤマダ　ヒサシ		078-362-3778		兵庫県教育委員会事務局高校教育課		b 整備している学校がある		f　その他		・月に数回、教員が相談員となり生徒の相談を聞く「CoCoサポルーム」の設置
・生徒の居場所充実のため、昼夕休みに「居場所カフェ」を展開
・関わりを持つ教員を増やすため、担任以外の教員によって相談室を解放		c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		義務教育段階では、他府県における不登校特例校の先進事例について視察・情報収集を行いながら、不登校特例校を検討している市町があれば設置に関する個別の相談に対応するものと考えているが、高等学校では現在設置は検討していない。		d　その他		・兵庫県立神出学園：全寮制のフリースクール（中学校を卒業した県内の２３歳未満の者）
・兵庫県立山の学校：生徒の自立につながる体験活動（中学校を卒業した県内の２３歳未満の男子）		a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Teams、Google Workspace、スタディサプリ、Classi		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						先生は生徒の悩みや相談にのってくれていると思いますか。		学校は人権に配慮したいじめのない明るい学校生活が送れるよう取り組まれていると思いますか。		先生は質問や補習など、学力がつくよう指導してくれていると思いますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施

		山形県教育委員会		61000				minamotoy@pref.yamagata.jp				山形県												寺澤　聡		テラサワ　サトシ		023-630-3165		高校教育課		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの		さくら連絡網		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				・全県立高等学校にスクールカウンセラーを派遣している。
・期間を定めて、SNSによる相談を受け付けている。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,a　市販のアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等		Hyper-QU				先生方に気軽に悩みを相談することができる		登下校中や授業中、休み時間、部活動中などに、次のようなことをされて嫌な思いをしたり、悩んだりしたことはありませんか。（選択式）				g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		魅力ある学校づくり調査研究事業（国立教育政策研究所）		特に把握していない。		教育相談体制整備事業における、高等学校へのSCやSSWの派遣に対する補助の拡充

		高知県教育委員会		391000				310801@ken.pref.kochi.lg.jp				高知県												田中　哲史		タナカ　サトシ		０８８－８２１－４９３７		人権教育・児童生徒課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						c　設置していないが設置を検討している				d　その他		○高知県 心の教育センター主催　『ことことパーク』　
・基本的に毎週月曜１５：３０～１６：３０　
・小学生～高校生まで対象　居場所づくり
・指導主事が対応
○少年サポートセンター主催　『トークルーム道草』
・平日８：３０～１７：１５（ニーズによっては時間外も対応）
・小学生から成人まで対象　面接・心理検査、学習支援・食育支援、体験活動等
・県警警察官、児童心理司、指導主事が対応		a　アプリ等を用いている		e　その他（独自で開発したもの等）,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど,b　校務支援システムの機能（オプションとして提供されている機能を含む）として搭載されているもの		Googleを活用したアプリ（県独自開発：きもちメーター）		c　成績や発達特性等の有無等の生徒情報と組み合わせた分析,a　出欠の記録と連動した分析,b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		該当学年以外の教科担当教員		d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度				スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーが参加した定期的な校内支援会の実施の強化		a　全ての学校でアンケート等を実施している		c　教育委員会が作成したアンケート等						みんなでなにかをするのは楽しい		勉強がよくわかる		学校の先生は話を聞いてくれる		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		・高校入学時に行う仲間づくり活動
・学習記録ノート		・学年団等による出席情報の共有及びチームでの早期支援
・職員会、研修等による教職員の不登校支援の認識と対応力の向上		課題：個別最適な学びを提供する上での施設面を含む環境整備と人的確保
国へ：上記を充実させるための財政支援

		静岡県教育委員会		221000				shingo1_osugi@pref.shizuoka.lg.jp				静岡県												大杉　信吾		オオスギ　シンゴ		054-221-3165		静岡県教育委員会高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		県立高校では、教職員の配置や施設等の人的・物的資源の面で設置が難しいと考えるため。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google クラスルーム、Google フォーム、C-ラーニング		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				・スクールカウンセラー（拠点校32校、重点巡回校８校、訪問相談可）の配置（県事業）
・スクールソーシャルワーカー（11校）の配置（県事業）
・単位制・定時制の高校への「居場所カフェ」（１校）の配置（県事業）		b　アンケート等を実施している学校がある		d　各学校が作成したアンケート等						「私は得意なものや良い面があると感じている」		「自分には自分の良さを認めてくれる人や場があると思う」		「私は周りの人（家族、友達、先生）から認められている」		e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示				f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究		・教育委員会作成の「人間関係づくりプログラム」を活用した初期指導（各学校）
・単位制・定時制の高校への「居場所カフェ」の設置（県事業）
・生徒の良さに着目した全職員による生徒への声掛けによる自己有用感の醸成（各学校）		具体的な事例や取組について、現時点では把握していない。		・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置の支援拡充（要望）
・定時制における入学時から学習や登校への意欲が低い生徒への対応（課題）

		福島県教育委員会		71000				endou_tomoko_03@pref.fukushima.lg.jp				福島県												遠藤　智子		エンドウ　トモコ		024-521-7773		福島県教育庁高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		現在は検討をしていない。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				c　アプリ等を用いておらず検討もしていない								c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）,b　健康観察時に担任等が様子を把握している				c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		特別支援コーディネーター、スクールソーシャルワーカー、個別支援教育コーディネーター、生徒指導アドバイザー		e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						いじめられたかどうかについて		いじめの内容について		いじめを見たり、聞いたりしたかどうかについて		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究				継続してスクールカウンセラーによるカウンセリングを受けることで、入学後に長期欠席になりそうな生徒が安定して登校できるようになった。

		広島県教育委員会		341000				kyokobetsu@pref.hiroshima.lg.jp				広島県												小早川　善伸		コバヤカワ　ヨシノブ		０８２－５１３－５０２８		広島県教育委員会事務局個別最適な学び担当不登校支援センター		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				a　設置している		d　その他,c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		教育支援センター（SCHOOLS"）の職員が，利用する児童生徒の実態に応じた学習プログラム等を開発し，実施している。"		d　設置しておらず設置の検討もしていない		本県では，不登校等児童生徒の社会的な自立にむけて，校内の居場所としてのSSR（スペシャルサポートルーム）の設置による支援及び教育支援センター（SCHOOLS"）における来室とオンラインの両面からの支援を進めているため。"		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,d　その他		教育支援センター（SCHOOLS"）を利用する児童生徒への学習支援の一つとして，メタバース上で他の利用者と交流できたり，デジタルコンテンツを利用したりできるよう，NPO法人と連携・協力に係る協定を締結している。"		a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google Workspace		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				Q-U（楽しい学校生活を送るためのアンケート）【図書文化社】を実施している学校がある。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						あなたは，安心安全な学校生活を送ることができていますか。		あなたは，生活のきまりを守り，規律ある生活を送っていますか。		あなたは，先生から体罰やセクハラを受けたことがありますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		放課後，全生徒を対象に，個別面談を実施している学校もある。		・通常の教室に入りづらい児童生徒が利用することができるサポートルームを設置し，個別の支援を行う。
・不登校等児童生徒の状況を把握したり支援方法等を検討したりする委員会等を定期的に開催し，学校としての支援方法を明確にして取組む。		上記サポートルームに専任教員を加配するための人員配置

		石川県教育委員会		171000				t-kidani@pref.ishikawa.lg.jp				石川県												木谷　崇		キダニ　タカシ		076-225-1830		石川県教育委員会事務局学校指導課		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している				a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している,a　在籍校の教員が教育支援センター等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を配信している（同時双方向型 、オンデマンドを問わず）				d　設置しておらず設置の検討もしていない		県立７カ所の教育支援センターの充実を図っているため。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている,b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google Classroom		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						d　その他,b　各学校の管理職に任せられている,c　各担当教員に任せられている		教育相談室の教員や配置SCとの連携		g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				SC・SSWの配置、24時間子供SOSダイヤル、SOSの出し方教育、QUアンケート		d　教育委員会では把握していない														g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		特になし		実業高校においては、外部検定・資格取得等を活用して、個に応じた目標設定による自己効力感や自己肯定感の向上を目指している。
更に、実習等をとおして自己有用感をはぐくむ指導を実施している。		SC・SSWの配置の拡大

		群馬県教育委員会		101000				kisoumuka@pref.gunma.lg.jp				群馬県												角田　明子		ツノダ　アキコ		０２７ー２２６ー４６４２		群馬県教育委員会事務局　高校教育課　生徒指導係		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		設置の必要性も含め、今後の検討課題であると認識している。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				a　アプリ等を用いている		e　その他（独自で開発したもの等）				b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						b　各学校の管理職に任せられている,d　その他		各学校の不登校等の状況に応じて、教育委員会から適宜指導・助言を行っている。		g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				本県で作成し発行した「自殺の危険が高まった生徒への危機介入マニュアル」の中で、生徒の変化にいち早く気付き、情報共有を図った上でスクリーニングを行い、早期の支援につなげるプロセスが示されていることから、このマニュアルが不登校対策においても有効に機能するものと考えられる。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						生徒は健康で規則正しい学校生活を送っていますか。		生徒の意欲的な学習活動について適切な指導をしていますか。		学校はいじめの防止や早期発見に向けた取組を積極的に行っていますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		県教育委員会として「ＳＮＳに頼らない人間関係づくり」と題した活動を県内全ての公立高等学校、公立中等教育学校で行っている。本事業は互いに支え合う人間関係づくりに向けた生徒主体の活動を年間を通して学校全体で計画的に行うものである。		生徒の自己有用感や自己肯定感を高めるため、生徒の活躍が紹介された新聞記事を校内に頻繁に掲示したり、生徒のがんばりを伝える通信の発行や掲示を積極的に行ったりした結果、それまで学校に足が向かなかった生徒が普通に登校するようになった。		不登校対策は、個々の生徒に対する丁寧なアセスメントや継続的な支援が必要であるが、対応する教員への負担が大きく、教員が疲弊してしまう状況があり、メンタルヘルスや多忙化解消問題と相反する部分が出てくることが課題であると感じる。

		香川県教育委員会		371000				tm1324@pref.kagawa.lg.jp				香川県												井上　真弓		イノウ　エマユミ		087-832-3747		香川県教育委員会事務局高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		県内には定時制や通信制の県立高校を設置しており、多様な学びに対応している。今後の県内の状況及び全国的な動向をみて検討を考える。		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの		LEBER		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				a　担任の教員,c　養護教諭,d　管理職,b　担任以外の当該学年の教員,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職,h　その他		部活動の顧問		e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				毎月末に欠席日数が３日以上の生徒や気になる生徒の情報を担任から教育相談部長へ伝え早期発見・早期支援につなげている。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						学校生活で困っていることはないか		いじめを受けたことはないか、目撃したことはないか		勉強や進路で悩んでいることはないか		f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり				h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析				・SCとの面談を１回３０分程度、毎週のように行うことで、自分の思いを言語化できるようになった生徒がいる。その結果、家族や友人と人間関係がうまくいくようになった。
・生徒への日々の声掛けや保護者対応、教員間の情報共有が大切である。

		三重県教育委員会		241000				seishi@pref.mie.lg.jp				三重県												西山　加奈子		ニシヤマ　カナコ		059-224-2332		生徒指導課		c 整備している学校はない						b　設置していないが設置を検討している						d　設置しておらず設置の検討もしていない		現在のところ、教育支援センターや夜間中学の設置に向けて進めているため。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google Form		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				オンラインを活用した居場づくり		a　全ての学校でアンケート等を実施している		c　教育委員会が作成したアンケート等						授業内容がよくわかりますか。		困ったことや心配事などを先生や友達に相談することができますか。		学校生活を送る中で、安心して学習することができますか。		b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施						不登校児童生徒の自立や学校生活の再開を支援するため、教育支援センターに教員を配置できるよう、「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律」の改正と、国の「不登校児童生徒に対する支援推進事業」において、地方の要望に応じた確実な予算措置を行うとともに、民間施設（フリースクール等）が行う不登校児童生徒の体験活動等に対する財政的な支援ができる制度とすることを求めます。

		岐阜県教育委員会		211000				c17770@pref.gifu.lg.jp				岐阜県												水谷　卓哉		ミズタニ　タクヤ		0582728853		学校安全課		b 整備している学校がある		f　その他		一部の学校で、空き教室等に居場所を確保し、担当授業に空きがある教員や高等学校スクール相談員が対象生徒の学習支援や相談支援を行っている。		a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				d　設置しておらず設置の検討もしていない		３部制高等学校など、多様な生徒が学ぶことを想定した高等学校を設置済みであるため。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		a：マイクロソフトForms　c：すぐメール		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析						b　各学校の管理職に任せられている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,b　出欠や遅刻の状況,c　授業中の学習態度				・スクールカウンセラーによる生徒向けの「ＳＯＳの出し方に関する教育」の実施
・全ての高等学校にスクールカウンセラーを配置するとともに、県立高等学校３３校にスクール相談員を配置し、即時に対応できる教育相談体制の整備
・専門家や教員に繋ぐきっかけづくりを担う「ハートフルサポーター」を学校に派遣
・ＳＮＳ相談や２４時間体制の電話相談及び「心のアンケート」を実施し、きめ細かな心のケアを実施		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等						本校では、熱心に学習指導・生徒指導などに取り組んでいる先生が多い。		本校では、人間としての基本的なモラルやマナーを身に付けさせようと務めている。		本校では、生徒の安全・衛生面に配慮し、交通事故や痴漢防止等の安全指導を行っている。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施				スクール相談員の配置校において、未配置校に比べて不登校者数の割合が減少している。		校内教育支援センターの整備促進に向けた補助

		愛媛県教育委員会		381000				koukoukyouik@pref.ehime.lg.jp				愛媛県												福山　幸司		フクヤマ　コウジ		089-912-2953		愛媛県教育委員会事務局　指導部　高校教育課		c 整備している学校はない						a　設置している		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している				d　設置しておらず設置の検討もしていない		高等学校においては、標準授業時数の縮減が認められていないため		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの,a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Microsoft Teams　ロイロノート　Classi　Google Workspace		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						c　各担当教員に任せられている,b　各学校の管理職に任せられている				c　養護教諭,g　スクールカウンセラー等の専門職,f　教育相談コーディネーター,d　管理職,e　生徒指導担当教員,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				県教育委員会では、クラス担任、生徒指導担当教員、教育相談担当教員を対象に、生徒指導や教育相談に関する最新の知見や専門的技能についての研修を行っている。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						学校は、あいさつや清掃などの基本的な生活習慣の指導を心掛けている。		先生は、分かりやすく充実した授業になるように努力している。		悩みや相談に親身になって応じてくれる先生がいる。		b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり				d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施

		神奈川県教育委員会		141000				fm4012.krp@pref.kanagawa.lg.jp				神奈川県												関根　泰二		セキネ　タイジ		0452108295		学校支援課		b 整備している学校がある		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している,c　専任の教員や指導員を配置している,e　プリントや問題集等を備えている				a　設置している		d　その他,c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		総合教育センターにおいて、来所による教育相談を利用している不登校の高校生等を対象としているため、相談者の了解を得た上で、在籍校との連携を行っている。		d　設置しておらず設置の検討もしていない		定時制、通信制の学びにより対応しているため		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								d　その他,c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）		生活アンケート等の実施		d　その他,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている,b　各学校の管理職に任せられている,c　各担当教員に任せられている		学校保健安全法で定められている健康観察		h　その他,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職		スクールソーシャルワーカー等		e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録						a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等						いじめに関すること		授業評価に関すること		学校運営に関すること		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言		部活動指導員を対象として部活動指導に関する研修を実施している。教員の部活動担当者会議において、適正に部活動運営が出来るように情報提供している。				・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの常勤職員としての配置
・それが実現されるまでの当面の措置として、スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの配置に係る国庫補助率の引き上げ及び公立高等学校へのスクールカウンセラー等の配置については、補助対象（配置校の総数の10％以内）の拡充。

		東京都教育委員会		131000				s9000020@section.metro.tokyo.jp				東京都												春原　裕太		スノハラ　ユウタ		03-5320-6889		東京都教育庁指導部指導企画課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		区市町村教育委員会の設置支援を行っている。		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している				b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								b　健康観察時に担任等が様子を把握している,a　毎日日記や連絡帳等に心や体調の変化について記録させている				b　各学校の管理職に任せられている				e　生徒指導担当教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,a　担任の教員,f　教育相談コーディネーター,g　スクールカウンセラー等の専門職				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				ユースソーシャルワーカーの派遣
スクールカウンセラーの全校全課程配置
不登校児童・生徒への適切な対応に向けたガイドブック及び不登校の子供たちへの支援のための冊子を作成・配布		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						あなたは、悪口を言われたり、暴力をふるわれたりしたことはありますか。		あなたの周りには、嫌な思いや悲しい思いをしている人はいませんか。		困ったことやつらいことがあったとき、話せる人、相談できる人はいますか。		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究		スクールカウンセラーによる学年を指定した全員面接		都の指定校において、デジタル機器を活用した不登校児童・生徒支援を進めている。
校内設置の自主学習教室を利用し、デジタル機器を活用したオンライン授業配信やスクールカウンセラーとの定期的な面談、不登校対応加配教員や担任とつながるチャネルを開設し、教室内外でのつながりを充実させることで、生徒の柔軟な人間関係の構築を目指している。（都内区市町村立中学校の事例）		・校内における別室指導の充実に向けた取組について、人的措置や設置に係る経費等の支援
・各学校において、一人一人の児童・生徒の状況に応じたきめ細かい対応や学校が組織的な支援体制を構築できるよう、教員定数を充実

		新潟県教育委員会		151000				ngt500090@pref.niigata.lg.jp				新潟県												近藤　宏		コンドウ　ヒロシ		025 280 5793　内線4003		生徒指導課　支援・相談班		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		定時制課程及び通信制課程が、不登校経験者の学び直しの機会提供など、多様な学びのニーズの受け皿としての役割を担っているため。		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）,a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている				a　アプリ等を用いている		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		Google form		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析,a　出欠の記録と連動した分析						b　各学校の管理職に任せられている,a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,e　生徒指導担当教員,f　教育相談コーディネーター				e　当該生徒の保護者からの情報,b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録				・不登校対策リーフレットの活用
・「子どもとともに１・２・３（ワン・ツー・スリー）運動」の徹底
　　欠席１日目　家庭連絡し、保護者または本人から状況を聞く
　　欠席２日目　電話連絡で本人の具体的な様子を把握する
　　欠席３日目　家庭訪問を実施し、保護者または本人と面談する
　　※欠席１日目から家庭訪問する場合もある		a　全ての学校でアンケート等を実施している		e　その他,a　市販のアンケート等,c　教育委員会が作成したアンケート等,d　各学校が作成したアンケート等		アセス
Q-U		・高等学校長協会が作成したアンケート
・大学と連携して作成したアンケート（ＳＣＴ）		今現在、悩んでいることはありますか		現在の悩みや今後感じる悩みについてあなたはどのように対処していますか		あなたにとって心の落ち着く場所を全て選んでください（複数回答）		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		特記事項なし		・兆候がみられた生徒及び保護者への早期の働きかけ（家庭連絡や家庭訪問、人間関係の修復など）により、欠席が長く続く前に登校することができた。		課題　
・ＳＣ等専門職の人材確保、報酬等人件費について
・オンライン等ＩＣＴを活用した学習活動における出席扱い、単位認定の要件について

国に求めること　　
・ＳＣ、ＳＳＷや相談体制に係る補助金３分の１をさらに拡大
・自宅においてオンライン等ＩＣＴ等を活用した学習活動を行った場合に指導要録上の出欠扱い等とするための諸条件の緩和、特に単位認定の条件をクリアするためには受信側に教師がつく必要性や、36単位を上限とする点など

		京都府教育委員会		261000				soumukikaku@pref.kyoto.lg.jp				京都府												小笹　郁		オザサ　カオリ		075-414-5851		高校教育課		c 整備している学校はない						c　設置しておらず設置の検討もしていない						d　設置しておらず設置の検討もしていない		京都府公立高等学校入学者選抜の前期選抜で、長期欠席者特別選抜を実施しているため。		d　その他		該当する項目はなし		b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している								b　健康観察時に担任等が様子を把握している				a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている				g　スクールカウンセラー等の専門職,a　担任の教員,b　担任以外の当該学年の教員,c　養護教諭,d　管理職,f　教育相談コーディネーター				b　出欠や遅刻の状況,d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録,e　当該生徒の保護者からの情報				不登校児童生徒支援ハンドブック（京都府版）を令和２年３月に作成した。		a　全ての学校でアンケート等を実施している		d　各学校が作成したアンケート等						学校生活に満足している。		学校は色々な場面で望ましい人間関係や豊かな人間性を育むように努力しているか		一定の期間を設定して嫌な思いをしたことはあるか		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育,a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり,b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応,c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり,d　授業の目当てや目的、進め方等の明示,e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり,f　生徒が楽しく集中できる授業				j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成,a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定,b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言,c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施,d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言,e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究,f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究,g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析,h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施,i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの連絡協議会の実（年３回程度）
校則の見直しとホームページでの公開		長期欠席者特別選抜を実施している学校にはスクールカウンセラーの時間配置を増やしたり、特別に支援員の配置をおこなったりしている。また、不登校傾向がある生徒が多く在籍する昼間定時制の学校には、他校とは異なりスクールカウンセラーを常駐させている。		いじめ、不登校等の原因により、教室で授業を受けられない生徒でも単位習得ができるような指針を出していただきたい。
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１．

		（１）①				（１）②				（２）①				（2）②				（３）①				（４）①

		a 全ての学校に整備している		1		a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）		11		a　設置している		14		a　在籍校の教員が教育支援センター等を巡回し相談や学習指導をしている		2		a　設置している		0		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている		29

		b 整備している学校がある		21		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している		17		b　設置していないが設置を検討している		4		b　在籍校の授業を配信している（同時双方向型 、オンデマンドを問わず）		2		b　設置しているがさらに設置を検討している		0		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）		27

		c 整備している学校はない		25		c　専任の教員や指導員を配置している		6		c　設置しておらず設置の検討もしていない		29		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している		14		c　設置していないが設置を検討している		15		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している		14

						d　e-learning教材を備えている		4						d　その他		5		d　設置しておらず設置の検討もしていない		32		d　その他		8

						e　プリントや問題集等を備えている		12

						f　その他		6

						空欄 クウラン		0

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

								47

						f　その他		6

		ｎ＝		47		ｎ＝		22		ｎ＝		47		ｎ＝		14		ｎ＝		47		ｎ＝		47



&L【機密性○（取扱制限）】



１．

		



（４）①　不登校児童生徒の学びの場としてどのような場を提供していますか。
n=47教委



２．

		（１）①				（１）②				（１）③				（１）④				（２）①				（２）②				（２）③

		a　アプリ等を用いている		29		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど		23		a　出欠の記録と連動した分析		17		a　毎日日記や連絡帳等に心や体調の変化について記録させている		3		a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている		23		a　担任の教員		47		a　アプリ等で得られた当該生徒の心や体調の情報		2

		b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している		10		b　校務支援システムの機能（オプションとして提供されている機能を含む）として搭載されているもの		2		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析		27		b　健康観察時に担任等が様子を把握している		15		b　各学校の管理職に任せられている		34		b　担任以外の当該学年の教員		46		b　出欠や遅刻の状況		45

		c　アプリ等を用いておらず検討もしていない		8		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの		10		c　成績や発達特性等の有無等の生徒情報と組み合わせた分析		3		c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）		14		c　各担当教員に任せられている		19		c　養護教諭		47		c　授業中の学習態度		9

						d　大学等の研究機関から提供を受けたもの		1		d　家庭環境等の生徒を取り巻く環境の情報と組み合わせた分析		0		d　その他		2		d　その他		4		d　管理職		46		d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録		46

						e　その他（独自で開発したもの等）		3														e　生徒指導担当教員		43		e　当該生徒の保護者からの情報		42

																						f　教育相談コーディネーター		44		f　他の生徒から聞き取った情報		3

																						g　スクールカウンセラー等の専門職		44		g　その他		1

																						h　その他		8

		ｎ＝		47		ｎ＝		29		ｎ＝		29		ｎ＝		18		ｎ＝		47		ｎ＝		47		ｎ＝		47

		空欄 クウラン		1024		空欄 クウラン		1042		空欄 クウラン		1042		空欄 クウラン		1053		空欄 クウラン		1024		空欄 クウラン		1024		空欄 クウラン		1024



&L【機密性○（取扱制限）】



２．

		



（２）①学校において児童生徒の心や体調の変化に気付き、不登校等の兆候が見られた場合の対応方法は定められていますか。n=41教委



３．

		



（２）②学校において児童生徒の心や体調の変化に気付き、不登校等の兆候が見られた場合、どのような職員が対応方法の検討に参加していますか。n=41教委



パワポ貼付用グラフ

		（１）①				（１）②				（２）①				（２）②

		a　全ての学校でアンケート等を実施している		33		a　市販のアンケート等		8		a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり		45		a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定		30

		b　アンケート等を実施している学校がある		7		b　大学等の研究機関の作成したアンケート等		1		b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応		45		b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言		42

		c　アンケート等を実施している学校は無い		0		c　教育委員会が作成したアンケート等		15		c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり		41		c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施		47

		d　教育委員会では把握していない		7		d　各学校が作成したアンケート等		33		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示		45		d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言		39

						e　その他 タ		3		e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり		41		e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究		40

										f　生徒が楽しく集中できる授業		38		f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究		40

										g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育		35		g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析		26

										h　その他		2		h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施		40

														i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施		41

														j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成		20

		ｎ＝		47		ｎ＝		40		ｎ＝		47		ｎ＝		47

		空欄 クウラン		1024		空欄 クウラン		1031		空欄 クウラン		1024		空欄 クウラン		1024



&L【機密性○（取扱制限）】



		１．（１）①																１．（１）②

		１．（２）①																１．（２）②

		１．（3）①

		１．（４）①

		２．（1）①																２．（1）②

		２．（1）③																２．（1）④

		２．（２）①																		２．（２）②

		２．（２）③

		３．（１）①																		３．（１）②

		３．（２）①																		３．（２）②



&L【機密性○（取扱制限）】



		a 全ての学校に整備している

		b 整備している学校がある

		c 整備している学校はない



[]
[]

[]
[]

[]
[]

1

21

25



		a 　通常の学級の授業を1人1台端末に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）

		b　定期的なアセスメントや面談を行い、生徒の状況を把握している

		c　専任の教員や指導員を配置している

		d　e-learning教材を備えている

		e　プリントや問題集等を備えている



11

17

6

4

12



		a　設置している

		b　設置していないが設置を検討している

		c　設置しておらず設置の検討もしていない



[]
[]

[]
[]

[]
[]

[]
[]

14

4

29



		a　在籍校の教員が教育支援センター等を巡回し相談や学習指導をしている

		b　在籍校の授業を配信している（同時双方向型 、オンデマンドを問わず）

		c　在籍校の教員と教育支援センター等の職員が生徒の指導状況について情報共有している

		d　その他



2

2

14

5



		a　設置している

		b　設置しているがさらに設置を検討している

		c　設置していないが設置を検討している

		d　設置しておらず設置の検討もしていない



[] []

[] []

[]
[]

[]
[]

0

0

15

32



		a　在籍校の教員が家庭等を巡回し相談や学習指導をしている

		b　在籍校の授業を家庭に配信している（同時双方向型、オンデマンドを問わず）

		c　民間団体やNPOの運営するフリースクール等と連携している

		d　その他



29

27

14

8



		a　アプリ等を用いている

		b　アプリ等を用いていないが、今後活用を検討している

		c　アプリ等を用いておらず検討もしていない



[]
[]

[]
[]

[]
[]

29

10

8



		a　1人1台端末で利用している学習用ツール（※）のアンケート機能等　（※）例：Microsoft TeamsやGoogle Workspaceなど

		b　校務支援システムの機能（オプションとして提供されている機能を含む）として搭載されているもの

		c　a・b以外で民間事業者が提供しているもの

		d　大学等の研究機関から提供を受けたもの

		e　その他（独自で開発したもの等）



23

2

10

1

3



		a　出欠の記録と連動した分析

		b　心や体調の変化の継続的な追跡と分析

		c　成績や発達特性等の有無等の生徒情報と組み合わせた分析

		d　家庭環境等の生徒を取り巻く環境の情報と組み合わせた分析



17

27

3

0



		a　教育委員会の作成したマニュアル等によって定められている

		b　各学校の管理職に任せられている

		c　各担当教員に任せられている

		d　その他



23

34

19

4



		a　毎日日記や連絡帳等に心や体調の変化について記録させている

		b　健康観察時に担任等が様子を把握している

		c　定期的に生徒や保護者と面談を行っている（定例の個人懇談等は除く）

		d　その他



3

15

14

2



		a　担任の教員

		b　担任以外の当該学年の教員

		c　養護教諭

		d　管理職

		e　生徒指導担当教員

		f　教育相談コーディネーター

		g　スクールカウンセラー等の専門職

		h　その他



47

46

47

46

43

44

44

8



		a　アプリ等で得られた当該生徒の心や体調の情報

		b　出欠や遅刻の状況

		c　授業中の学習態度

		d　担任やスクールカウンセラー等との相談記録

		e　当該生徒の保護者からの情報

		f　他の生徒から聞き取った情報

		g　その他



2

45

9

46

42

3

1



		a　全ての学校でアンケート等を実施している

		b　アンケート等を実施している学校がある

		c　アンケート等を実施している学校は無い

		d　教育委員会では把握していない



[]
[]

[]
[]

[]
[]

[]
[]

33

7

0

7



		a　市販のアンケート等

		b　大学等の研究機関の作成したアンケート等

		c　教育委員会が作成したアンケート等

		d　各学校が作成したアンケート等

		e　その他



8

1

15

33

3



		a　生徒が安心だと感じられる雰囲気づくり

		b　いじめ等の問題行動に対する毅然とした対応

		c　生徒にとって公平で納得感のあるきまりやルールづくり

		d　授業の目当てや目的、進め方等の明示

		e　生徒同士が話し合う活動を含めた授業づくり

		f　生徒が楽しく集中できる授業

		g　スクールカウンセラーや養護教諭による心理教育

		h　その他



45

45

41

45

41

38

35

2



		a　生徒の発達の特性やユニバーサルデザイン等に配慮した学習環境のための指針等の策定

		b　生徒が安心だと感じられる学校づくりに関する学校又は教職員への指導助言

		c　いじめ等の問題行動に対応するための研修等の実施

		d　生徒にとって公平なルールづくりに関する学校や教職員への指導助言

		e　話し合いや教え合い等、生徒の主体的な活動を積極的に取り入れた授業研究

		f　生徒の実態を踏まえた、創意工夫のある楽しくて魅力ある授業研究

		g　保健室来室状況（来室数や来室理由）等の分析

		h　スクールカウンセラー等の活用研修の実施

		i　スクールカウンセラー等を講師とした生徒理解研修の実施

		j　警察や福祉機関等との連携マニュアルの作成



30

42

47

39

40

40

26

40

41
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